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[bookmark: 千葉県シニア連盟ホームページの改善]会議メモ：千葉県シニア連盟ホームページの改善
· 概要
· 現状の千葉県シニア連盟ホームページを、東京の連盟サイトなどを参考に、より充実させ、情報が完結するサイトを目指すための議論が行われた。
· 議論はメニュー構成、コンテンツ内容、運営体制、技術的課題など多岐にわたった。
· コンテンツに関する提案
· チーム紹介: 各チームが写真とチーム構成を紹介できるページを作成。PRやコメントを追記できる形式を検討。
· 大会情報・試合結果: 東京のように、ホームページ上で試合結果速報を入力できる仕組みの導入を検討。
· お知らせ機能の活用: 大会や講習会のお知らせ、各チームへの伝達事項などを積極的に発信し、更新頻度を上げる。
· YouTube動画の活用: 大会の決勝戦やOBが持つ過去の試合動画などへのリンクを貼り、活動を広く周知する。
· 歴史・資料の掲載: シニア委員会の歴史や沿革、過去の写真、年間事業計画、会議スケジュール、各種ガイドライン（熱中症対策、ユニフォーム規定）などを掲載し、情報を集約する。
· バナー広告: JFAやスポンサー企業のバナー掲載を検討。掲載条件や課金の有無については調査が必要。
· 資料形式: 現在Excelで掲載している資料は、誰でも加工できてしまうリスクや外部リンクのエラーが問題。一方でPDF化はレイアウト崩れや手間がかかる課題がある。閲覧者の利便性を考え、東京のサイトのように必要な情報だけを抽出して表示できる工夫が望ましい。
· 運営体制と技術的課題
· 専門チームの設置: ホームページを本格的に作り込むため、ITスキルが高いメンバーを集めた専門の「ホームページ委員会（作業部会）」の設置を提案。
· メンバー募集: 委員はリーグに限定せず、スキルや意欲のある人を広く募集。特にPCスキルを持つ人材が多い40・50代に期待。マネージャーなど事務的なサポートができる人も歓迎する。
· 役割分担の必要性: デザイン、コンテンツ登録、サーバー管理、セキュリティ対策など、各作業には専門知識が必要であり、一人での運営は困難。新着情報の更新担当など、業務を細かく分担すべき。
· 問い合わせ窓口: 「お問い合わせ」フォームを設置した場合の対応担当者や運用フローを明確にする必要がある。
· セキュリティ対策: 不正アクセスやサーバー攻撃を防ぐための専門知識を持つ人材が不可欠。
· 開発アプローチ: 現行サイトを修正するのではなく、裏側で新しいサイトを構築し、完成後に一括で切り替える方が混乱は少ない。
· 費用: 専門家に依頼すると費用が発生するが、チームからの費用徴収は困難。まずは無償の協力者を募る方針だが、それでは限界があるとの意見も出た。

· 結論・実行計画
· ホームページ改善は1年程度の長期プロジェクトと位置づけ、段階的に進める。まずはできるところから着手し、東京のサイトを目標に内容を充実させていく。
· 目標: 11月の表彰式でのリニューアル披露を目指す。
· 最優先事項: サイトマップを作成し、試合運営に必要な資料（規約含む）を全て網羅し「見える化」する。
· 人材確保: 専門知識を持つ人材の確保が最重要課題。関東シニア委員会などで他都県の事例を聞きつつ、連盟内で協力者を募るアナウンスを行う。

[bookmark: リーグ戦の運営体制の効率化]リーグ戦の運営体制の効率化
· 概要
· 現状のリーグ戦運営では、審判、本部、ボールパーソンなどの役割がチームごとに細かく割り振られ、スケジュール作成が複雑化している。また、運営業務が特定のメンバーに偏りがちである。
· 参加する全チームが責任を持つべきという意識改革のため、1試合を1チームが責任を持って運営する「会場責任者」制度の導入が提案された。
· 議論された点
· 会場責任者制度: 運営がシンプルになり、責任が明確化される一方、世代間の偏りなくチームを割り振ることが現状でも難しく、新方式ではさらに難易度が上がるとの懸念が示された。
· 役割分担: 審判と本部（評価者）は、懲罰案件の報告が正しく行われるよう、別のチームが担当すべきだとの意見が出た。
· MCの役割: MC（マッチコミッショナー）の役割がチーム内で十分に理解されておらず、資格を持つ者が担当すべきという課題も指摘された。
· 他地区の事例（東京）: 東京では年間を通じて特定のチームが会場を確保・担当し、審判は報酬制で審判部会に一任されている。
· 結論
· 運営のシンプル化は望ましいが、公平な割り当てや役割分担など実現には課題が多い。
· まずはこの提案について、各チームの意見を収集する必要がある。この議題を次回のシニア委員会で取り上げ、リーグ委員会で全チームの意見を聞く方向で合意した（実施は来年度から）。
[bookmark: 次の予定]次の予定
· ホームページ改善に協力してくれる人材を募るアナウンスを行う。
· ホームページ改修の実行メンバー、手法、ゴール、スケジュールを決定するための打ち合わせを別途設定する。
· 関東シニア委員会（25日）で、他都県のホームページ運営（特にバナー広告、制作体制）について情報収集する。
· 東京の森本さん、埼玉の手計さんにメールで制作体制について問い合わせる。
· サイトマップを作成し、試合運営に必要な資料を網羅する。
· 中野さんが保有する古い資料（委員会の歴史など）を共有し、掲載準備を進める。
· リーグ運営の効率化提案について、各チームから意見を収集する。
· 次回のシニア委員会で「チームの運営役割」を議題として提出する。
· 問い合わせ窓口の運用方法について具体的な案を検討する。
· 事務局の業務分担について検討する。
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AIによる提案
AIが検出した、会議で結論が出ていない、または明確なアクションアイテムがない課題です。ご注意ください。
1. ホームページ運営体制: 「ホームページ委員会」の設置や協力者の募集は決まったが、誰が主導して立ち上げ、メンバーをどう選定するかが具体的に決まっていない。また、専門作業を外部委託するのかボランティアで対応するのかの方針も不明確。
1. 予算: 初期構築や維持管理に費用がかかる可能性が示唆されたが、有償か無償かの方針が未定。有償の場合の具体的な予算規模、捻出方法、申請プロセスは議論されていない。
1. リーグ運営の新制度: 「会場責任者」制度について、公平なチーム割り当てを実現する具体的な方法が未定。また、審判と本部を別チームにすべきという意見に対し、どう役割を再設計するかの具体的な案がない。
1. 未決定の運用詳細:
· 資料をExcelで掲載するかPDFで掲載するかの最終的な方針が決まっていない。
· 「お問い合わせ」フォームを設置した場合の、メール対応責任者が未定。
· MCの役割浸透問題に対し、資格制度導入などの具体的な解決策が議論されていない。
· 事務局の業務分担について、誰がいつまでに分担案を作成するかが設定されていない。




東京　森本さんへのヒアリング

ホームページ関連
◦HP作成ツール、作成者(自前、外注委託)、作成費用(ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ)、作成期間
　　2021年　問題提起→2022　資料整理→2023年3月発注　5月完成
　　サイトマップとコンテンツ整備が重要→デザイン、見せ方検討
　　1,500,000円　保守100,000円→ここは自前でできるようにしたい。
　　※利用業者　クリネオ（フリーランスの集まりでやっている感じです。）
　　WordPress対応で保守性を高めた。
◦システム構成（専用サーバーの有無、WEB、BOX使用など）セキュリティ対策など
　　専用サーバー　Xserver　→　・ホームページ　13,200円/年
・連盟用メールサーバー　ドメイン　1,600円/年
　　データ管理　fleekdrive　→　600円/月額一人　150,000円/年
　　Googleアカウント　1TB　3000円/年　速報メールをGoogleAPPSで作っているためド
ライブ容量を確保している。
◦HP維持管理体制と維持費用(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)　問い合わせ受付体制は
メンテナンス担当２名
　・お知らせのアップデート
　　・ギャラリー写真の更新
　　・年度更新（大会要項、ガイドライン、大会情報　など）
　問い合わせ受付体制
　　・1名が受けて担当へ投げる窓口を設けている。
　　　　大会・登録関連　リーグ統括、登録担当
　　　　協賛関係　協賛担当者
　　　　取材関係　Over70リーグ担当者
　　　　その他　　事務局
◦使用している映像やコンテンツ入手と掲載方法(著作権、プライバシーポリシー対応)
　　・年度参加意思確認時に個人情報（写真等）についてはシニアサッカーの広報に活用する
旨の同意をチーム単位で得ている。ただし、本人から肖像権の侵害を指摘されれば即時公開を取りやめる。
　　・東京都予選会の西が丘での決勝大会はカメラマンを入れている。（30,000円/日）
◦大会情報、試合結果の連絡方法(HP上からの速報入力)、ゴールノートとの連携有無
　　・各リーグ統括を1名おいている。試合結果をタイムリーにGoalNoteに反映する。
　　・速報は指定のアプリを使い各リーグの担当者が2日以内に報告する。
◦バナー広告(JFA、協賛企業など)の掲載条件（広告料、課金などの有無）
・協賛企業を対象としている。協賛金や割引サービス提供を受けている企業としている。
◦掲載資料のファイル形式は(PDF化？)
　　・読み物はPDF、利用ファイルはExcelファイル
◦今後の追加、見直し計画は？
　　・ガイドラインの情報量が多くなりすぎているため、AIを活用しチャットポットを使っ
て利用者が聞きたいことだけを知る機能を追加する予定。
　　・保守を自力で行える体制が望ましいが、一定の技術力が求められ、継続的な維持が出来るかどうかという点で判断したい。（ボランティアには限界がある。）
　　　技術サポートとして業者の保守をミニマムで維持する想定。
　　・トップ画像についても定期的な入れ替え運用を検討したい。各年代を象徴するチームを対象に3年に一度くらいトップページの写真を入れ替える運用を想定。
　　　キャッチーなコメントも今年度新たに安全・公正・敬意という連盟の活動指針が示されたのでこれをベースに追加検討する予定。
　　・チーム紹介全チームは不要→希望チームのみに変更予定。
試合運営、会議関連
◦試合運営とチームの役割分担について
(審判、本部、BB、会場支払い方法、現金・領収書の受け渡し方法など)
　・審判は主審は連盟で手配　謝礼交通費を支払っている。
主審：3000円～4000円、交通費2000円～（場所により変わる）
副審：2000円～3000円、交通費　〃
　　・本部運営（チーム持ち回り）　運営手当　2000円/試合
　　　BBは会場により配置する。当日試合チームに持ち回りで担当させる。
　　・グラウンド提供謝礼　3000円/試合　→会場責任者も担い会場の使用上の注意を徹底
　・グラウンド代は会場により連盟一括払いのケースもあれば、現地で支払うケースも。
　　謝礼は現金で準備して当日手渡しが原則、受領サインをもらって各リーグの会計に報告
　・各リーグが自主的にリーグを運営するための体制
　　幹事長・副幹事長　リーグ内の運営に関する決定権限を与えている。
　　会計　リーグにかかわるお金を集金し、都度チームが立て替えた費用を精算する。
◦マッチコミッショナーは運用されているか？
　　なし
◦会場責任者の役割について（グランウンド予約、会計など）
　　会場利用にあたっての注意事項の徹底、破損品など気づいた点を管理事務所に連携
◦シニア連盟の会議運営方法について（対面式、WEB方式）
　　常任委員会（対面＆オンライン併用）：連盟内の合議体
幹事会議（オンライン）：常任委員会に付議する議題の事前検討会
　　グラウンド調整会議（オンライン・メールベース）：リーグ統括中心　月単位で確保され
ているグラウンドの振分け
◦連絡体制、通知方法はメール、HP活用?
　　加盟チーム向けの連絡はメール（メーリングリストをリーグごとに作成）
　　HPは情報公開の場ととらえている。周知させる内容はメール発信必須、ただしファイル
添付ではなくホームページリンクまたはストレージリンクを活用している。
◦表彰制度について（チーム、個人表彰の内容）
　　なし

東京都サッカー協会とシニア連盟の運営方法について
◦チーム登録(クラブ単位、年代別？)
　　チーム単位　年代別で1チームとして登録している。
◦チーム登録費、個人登録費
　　チーム登録費　24000円、個人登録費2300円　+　連盟加盟費　30,000円
　　予選会への参加費は別途試合当たり16000円で設定
◦連盟委員、大会運営の報酬
　　常任委員　基本30,000円　+　役付き手当　10,000円～30,000円
◦会計・決算処理方法(年間の予算規模、繰越金の扱い)
　　予算規模　7000万くらい
　　繰越金　剰余金として処理している。東アジア3都市サッカー大会、周年誌事業、
◦連盟のメリットとデメリットは
　　・チームからの寄せ集めで構成されており、温度差がかなりある。
　　　仕事のレベルも不安定で事業としての継続性に不安がある。
　　・しっかりしたフィーを払い、適任者を配置したほうが6000人を超える規模の組織を運
営するには不安がある。
協会や委員会ではないとしても連盟内部でガバナンスを効かせて永続的な事業運営がで
きる取り組みを継続していければ連盟の方がメリットは大きい。6000人の登録者の中
には有能な人が必ずいるので、現在チームから運営協力に興味のある人をアンケート調
査して引き込む動きを始めている。

